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｢ソフトマターの物理学｣
x空間の関係は勇 >夷 とxi<xb2との2つがある｡
図2額域ⅠⅠ)に現れるR の2価性は､以下から分か
るようにこの事実と強く関係している｡
図 3:Typicaltemporalevolutionsofthevelocityand
phaseofeachoscilatorforcasewithI)in(a)and(b)
andcaseIII)in(C)and(d)withslowlychangingofFex･
In(a)C-0.2andx空く夷,in(b)C-0.2andx空>魂,
in(C)C -0.8and勇<夷,andin(d)C-0.Sand
可>魂.Thegraycurvesrepresentthefirstoscilator,
andtheblackcurvesrepresentthesecondoscilator.The
thicknessoreachcurveisproportionaltothevalueof
clfortheoscilatortowhichitcorresponds.Thethin
sinusoidalcurverepresentsFe,_Thenumbersattheright
ofthefiguresaretheoscilatorlabel.
図3､図4はFexを0-1-0とゆっくり変化させ
た時の各振動子の速度と位相の時間発展を示したも
のであり､図3(a)(b)は図2の領域Ⅰ)､(C)(d)は龍
城 ⅠⅠⅠ)､図4(a)(b)は領域ⅠⅠ)のものである｡(詳細
はCaptionにて.)図3では領域Ⅰ)､III)共に勇の関
係に依らず､振動子1の回転(PhaseSlip)は同じFex
で始まっているOつまりRは一意であるoそれに対
し図4では､(a)x雪<魂 の場合の方が(b)x!>魂 の
場合よりも､回転を始めるFeTが大きい｡つまりR
は､力のかかる方向に依存するのである｡またどち
らの場合もFexがOに戻ったとき､必ず xl>x2と
いう静止状態が実現している｡この事は､FeXを再び
0-1と変化させた場合のRは､先程のより大きく
はならず､またこれと逆方向に力をかけた場合のR
より､必ず小さくなる事を意味している｡つまり領域
ⅠⅠ)では､Rが前回Slipした方向､つまり ｢Slipの履
歴｣に依存し､R滑った方向<R逆方向という履歴依存
関係が存在している｡
図 4:Typicaltemporalevolutionsofthevelocityand
phaseofeachoscilatorforcaseII)withaslowlychang-
ingFe諾in(a)and(b),andaslowlychangingFee -
0.61sin(i/T)in(C).In(a)C-0.63andx空く魂,andin
(b)and(C)C -0.63andx空>夷.Shadesandwidthsof
thecurves,andthenumbersattherightofthefigtlreS
havethesamemeanlngSaSinFigl3･
街域II)のようにR滑った方向<R逆方向という履歴
依存関係が存在する場合､例えば時間的に正負に振動
する外力の作用に対し､系は整流(Rectifcation)を
可能にする｡図4(C,左)にその様子を示す｡このよ
うな整流は､アクトミオシン系などの分子モーター
をモデル化したラチェット系で見られる特徴である｡
しかし従来のラチェット系では､系の非対称性から外
力の与え方に対し流れの方向が一意に決まっている｡
それに対し今回の系での流れは､弱い摂動に対して
は安定であるが､十分強い摂動を掛けることで､向
きを逆にすることができる(図4(C,右)｡つまりこの
系は､流れの向きを外部から制御できる整流系になっ
ているのである｡
-263-
